平成３０年度の虐待防止権利擁護委員会の取組について

　虐待防止権利擁護委員会は、「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」の施行を受けて、平成２６年度から委員会として活動を行ってきました。
　今年度も、各事業所より委員を選出し、また保護者会会長にもご参加いただき、月１回会議を実施しました。主な取組みとして、１、全職員を対象に年２回「職員チェックリスト」の実施。２、全職員を対象とした、法人内研修。３、委員会が各事業所に訪問し、各事業所の取組みをまとめる施設訪問。４、アンケートによる「利用者満足度調査」を計画し、実施しました。
　今回は、主な取組みの４、「利用者満足度調査」についての集計結果を報告させていただきます。
利用者満足度調査については、事業所、入所施設・ＧＨ、事業部とそれぞれにあった質問内容にして実施しました。（○＝満足　△＝普通　×＝不満）
[bookmark: _GoBack]　事業所の集計結果では、法人でも委員会を組んで取組んでいる工賃について、昨年度の集計結果では、満足・やや満足の合計が４５でしたが、今回は満足が５９と改善がみられました。
　入所施設・ＧＨの集計結果では、約７割の方が満足しているという結果になしましたが、１％の方は不満に記入がありました。その中で「待たせることがある」の質問については、返事の仕方をより具体的に行うなど、利用者の視点に立った支援を心掛けるなど、今後の改善に向けた取組が見えてきました。
　事業部の集計結果では、９２％の方が満足・普通という結果になりましたが、記入なしの方が３％いらっしゃいました。「場面なし」などの項目を増やし、より回答しやすくする必要がありました。
　全体からみても、満足と回答した方が半数を超えていますが、委員会では不満に記入がある項目に注目し、原因や改善方法にむけて検討を行っていきます。
　今回はスペースの関係上、事業所の集計結果を掲載させていただきます。

